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　埼玉県に国体を招致する問題点の一
つに、選手の宿泊施設の整備があった。
埼玉県では、国体選手を収容するよう
な宿泊施設が十分ではなかったため、
この打開策として、選手村建設の構想
が立ち上がった。国体の開催が決定す
ると、県は選手村を上尾市大字上と熊
谷市大字久保島に建設した。
　上尾市に建設された選手村は、昭和
42（1967）年10月に開村式が執り行われ、
6万4,800平方㍍の敷地に、5階建て22棟、
550戸分が建てられた。各部屋の設備な

ど、公団住宅と全く同じ規模であった。
なお、熊谷に建設されたのは72戸分で
あり、上尾の選手村の大きさが分かる。
　22棟はサクラソウ村（男子村10棟）、
シラコバト村（女子村７棟）、ケヤキ村
(男子村3棟・役員2棟）に分かれており、
千人が一度に利用できる食堂や管理事
務所の他、臨時の電報電話局や郵便局、
診療所や銀行なども併設された。
　国体終了後、この選手村は特別県営
住宅シラコバト団地（写真3）として運営
され、現在に至っている。

国体初の選手村～シラコバト団地の建設～
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写真3	 シラコバト団地
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写真2　上尾運動公園西側のイチョウ並木とヒマラヤ杉

写真1　農事試験場正面(昭和21年)　中央奥に３本のヒマラヤ
杉が見える


